
2006年9月7日

軽種馬防疫協議会　事務局

（JRA馬事部防疫課） 
英国（北アイルランド）における馬伝染性貧血（EIA）の発生
　2006年9月1日、OIEからの発表。

ロンドンにある環境食糧農林省（DEFRA）動物衛生福祉の長官Debby Reynolds博士からOIEへの報告によると、北アイルランド北部のMagherafelt (Londonderry county)にある施設の1頭の子馬がEIA陽性であると確認された。8月25日に発生が認められ、診断は寒天ゲル内沈降反応（コギンズテスト）を使用し、ベルファストのVeterinary Services Divisionで実施された。これは北アイルランドにおける初めてのEIAの発生である。
英国では、6月のアイルランドにおけるEIAの発生後、アイルランドからの輸入馬と接触した可能性がある英国の全ての馬に対して、検査を実施していた。
　この施設からの最近の馬の移動はなく、現在、少なくとも90日以上の移動規制が行われている。
[参考]

・OIEの疾病統計によると、英国（Great Britain）では、1976年にEIAの報告があるが、Guernsey、Isle of Man、Jersey、そして、Northern Irelandでは発生は認められていなかった。
EIAに関する情報は、DEFRAとOIEのHP参照

DEFRA：www.defra.gov.uk/animalh/diseases/notifiable/disease/infectiousanaemia.htm 

OIE：www.oie.int/Messages/060904XRI.htm 
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